
                                    

 「なかよしまつり（バザー）」楽しい１日！（１０月２９日） 
前半は子どもたちがお店屋さん、自信たっぷりの接客姿で「お菓子は柔らか

いので、つぶれないようにしてください。」「冷やすとさらに美味しくなりま

す。」「ありがとうございました。」と本当の店員さんも顔負けしそうでした。 

年長児は３つのお店をグループで受け持ち、商品を探して渡す人、スタンプ

を押す人と役割分担し、ローテーションで役を行うシステムで頑張りました。 

年少児もお揃いのエプロンで気分はウキウキ。スタンプを集めた方に景品の

エコバックを渡しました。今後、園でのお店屋さんごっこにたくさんの刺激を

もらいました。 

 中盤からは保護者と職員のお店開店。ゲームあり、クイズあり、嬉しい景品

あり、駄菓子屋さんや手作り品のコーナーでは「どれにしようかな～？」と迷

いながらも幸せそうな子どもたちの顔が印象的でした。 

そして最終のお楽しみは保護者による創作劇「ももたろう」石見幼バージョ

ン？！お父さん方もお二人参加してくださり、声優・アクター・小道具大道具

係・効果音係のチームワークは抜群でした！公演依頼が舞い込みそうな熱演ぶ

りに感動しました。 

 

 

３園交流第２弾！柿取り＆美川幼稚園で遊んだよ！（18日） 
 美川幼稚園、長浜幼稚園のみなさんと一緒に田橋町の太田農園まで出

かけました。 

 西条柿の収穫体験は今年で２回目です。浜田市公立幼稚園全員での体

験活動はさらに楽しく行えました。３園混合のグループで、柿を収穫し、

選別作業も見せてもらいました。 

美川幼稚園では一緒にお弁当を食べ、食後は園庭でリレーが始まりま

した。お別れでは手を振り合って「また遊ぼうね！」「次は石見幼稚園に

来てね！」と約束して帰りました。 

  

「ぴよぴよの会（未就園児の会）」について 
  0 歳児から入園前のお友達，お家の人と一緒に幼稚園に遊びに来ませ

んか？幼稚園の遊具で遊んだり，園児と一緒に活動したりして楽しみま

しょう。（子育てについての相談にも応じています。） 

 

第７回 「クリスマス会をしましょう！」 

 マジックショーもありますよ。お楽しみに！ 

令和 3年１２月１５日（水）９：３０～１１：３ 

お家で検温していらしてください。保護者の方はマスク着用をお願いし

ます。水筒，帽子，タオル，着替え等必要に応じてご持参ください。 

なお，今後新型コロナウイルス感染症等の感染状況によっては，中止や延

期となることもありますのでご承知おきください。 

※参加希望の方は 石見幼稚園までご連絡ください。（２２－０４９３） 

令和 3年 11月 22日号 

浜田市立石見幼稚園 

 

 

石見幼稚園の魅力的な環境その⑦～職員室前の廊下～ 

 

 幼稚園の玄関からまっすぐに伸びる廊下は、素敵な音を奏でる

ベルや鉄琴、動物の鳴き声が出るおもちゃが並んでおり、子ども  

たちはここへ訪れると自然に音の響きを楽しみ始め  

ます。時には居合わせたメンバーでミニ演奏会にな

ることも！ また、メダカや金魚、カメの水槽も並 

んでいて、毎日当番さんがお世話をしています。 

カメのにっちゃ 

んは時々、園庭に

連            連れ出されてお散

歩            歩もしています。 

 

１１月 園の草花・樹木などの紹介・・・ミニシクラメン・キキョウナデシコ・モクビャッコウ・ゴールドクエスト・ビオラ・ハボタンなど 

 

令和３年度島根県教育委員会人権教育実践モデル園事業 実践発表会を開催しました。（１０日） 
市内の幼児教育施設（保育園・こども園・幼稚園）、小学校、中学校、行政機関関係者の方々を招いて、人権教育を基盤に集団づくりに視点を当てた

保育を公開しました。午後からは全体協議・グループ協議を行い、最後に島根県教育庁人権同和教育課の指導主事様方、浜田教育事務所・幼児教育セン

ターの指導主事様に指導助言をいただき、とても有意義な研究会となりました。 

参加者からは、子どもたちの姿、教師の援助や環境構成について、たくさんのご意見、ご感想をいただきました。新たな課題にも気づくことができ、

充実した一日となりました。今回学ばせていただいたことを、今後の保育に活かしていけるよう全職員で取り組んでいきます。 

 
 

※参加者の感想から（一部抜粋） 

・先生方が幼児一人一人をとても大切にしておられる様子が伝わってきた。幼児のつぶやきを拾ったり、全員の思いを確認し広げたりしながら、話し

合いを進めておられ、感心した。 

・子どもを真ん中におく保育がなされていた。子どもたちが思いを伝え合い、感じ合い、育ち合うことを大切に積み重ねてこられたのだなと感じた。 

・子ども一人一人に学ぶ場があり、自分らしさを出せる活動が充実していると思った。自分の思いはもちろん相手の思いを大切にする様子を見ること

ができた。 

 

柿畑から選果場までの道はのんびり  「順番どうする？」走順を相談中！ 

お散歩気分              年長児リレーの後は年中年少リレー！ 

  

 


